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   Dermoid cyst of the bladder seen in a 45-year-old female was presented. In the specimen, 

hair and teeth were found macroscopically as well as epidermis, skin appendages, cartilage and 

thyroid histologically. The patient also had uterine myoma and cystadenoma of the left ovary.

　 　 　 　 　 　 　 緒 　 　 　 　 　言

　 類 皮 嚢 胞 は卵 巣,縦 隔 洞 では しば しば 認 め ら

れ る腫 瘍 で あ り,ま た,口 腔 底,上 顎,腹 腔,

骨 盤 腔,直 腸,睾 丸 な どに も発 生 す る.卵 巣 腫

瘍 の19～35%1),縦 隔 洞 腫 瘍 の20%前 後2}を 占

め る とま で いわ れ て い る.

　 類 皮嚢 胞 は隣 接 す る臓 器 に穿 孔 し てい く性 質

を有 し,縦 隔 洞 の も の は気 管 支3},血 管,胸 腔

へ,卵 巣 の も の はS字 状 結wa　1).膀 胱 な どへ 穿

孔 す る こ とが 報 告 され てい る.

　 今 回,わ れ わ れ は左 卵 巣 類 皮 護 胞 に 続 発 した

と考 え られ る膀 胱 類 皮 嚢 胞 で,子 宮 筋 腫 な らび

に 漿液 性 卵 巣 嚢 腫 を合 併 した症 例 を経 験 した の

で報 告 す る.

　 　 　 　 　 　 　 症 　 　 　 　 　例

　患老:牧 ○圭○,45才,女 子,僧 職.

　初診:1967年7年4日.

　主訴 二左下腹部痛.

　家族歴:特 記すべ きことは ない

既往歴:次 に述べ る手術既往以外に特記すべ きこと

はない.月 経は初 潮14才,以 来規則的,経 産婦であ

る.

現病歴:約11年 前,頻 尿感,残 尿感,微 熱があ り,

某医に顕微鏡的血尿を指摘 された.某 医大泌尿器科を

受診 し,膀 胱類皮嚢胞の 診断の もとに 手術 を うけた

が,術 中出血が 多 く,腫 瘤は 全 摘 されなかった とい

う.手 術後 よ り左下腹部痛が持続 している.約2ヵ 月

前 よ り腰部鈍痛があ り,そ れに続 いて左下腹部か ら肛

門部にかけて激痛発作がひんばんに起 こる ようになっ

た.

毛髪 尿,結 石 自然排 出,肉 眼的血尿には気づいたこ

とはない。

現症:体 格 中等,栄 養良好,や や肥満型.眼 瞼結膜

異常な し.瞳 孔正円形.対 光反射正常.口 腔粘膜正

常,頸 部,鎖 骨下,腋 窩 リンパ節の腫張な し.胸 部に

聴打診上異常を認めず.腹 部に筋性防禦な く,異 常な

腫瘤を触知 しない.肝 脾触 知せず .左 腎触れず,右 腎

下極を一横指触 知す るが圧痛はない .両 下肢に軽度の

浮腫を認める.

婦人科的内診では子宮体部 の左前方に非可動性の超

鶏卵大の腫瘤を触れるが,膀 胱 のみ のものか,左 卵巣
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のものかは判定で きない.

入院時一般検査成績=血 圧110/72mmHg.血 沈1時

間値12,2時 間値33.

血液検査お よび血清生化学検査:赤 血球数375×104,

血色素量11。79/d1,尿 素窒素17.5mg/d1,ク レアチニ

ソ0。90mg/dl,GOT15.5単 位,GPT11.5単 位,ア

シ ドフォスファターゼ1.8K.A,単 位,ア ル カ リフォ

スフ7タ ーゼ6.OK.A.単 位,血 清燐3.6mg/dl.肝

機能;黄 疸指数5,CoR4,CdR7,チ モール混濁反

応2～3単 位,硫 酸亜 鉛反 応8～10単 位.

腎機能:PSP15分15～30%,30分 Σ32%,60分,

Σ44%,120分,Σ55%

甲状腺機能:TriosorbResin摂 取率試験27.8%正

常.

尿検査:蛋 白(一),赤 血球2～3/×400,自 血球多

数,上 皮細胞多数,尿 細菌 検査では溶血性連鎖球菌多

数を認め る.

心電図:正 常.

X線 検査:

腎膀胱部単純撮影で 膀胱部に 歯牙様の 陰影 を 認め

る、

排泄性腎孟撮影では排泄両側正常,腎 孟 腎杯像に異

常所見を認めない.

膀胱造影にて膀胱左側壁 に近 く,超 栂指頭大,卵 円

形の陰影欠損があ り,そ の中央に近 い部分 に単純撮影

で認めた歯牙様陰影があ る.(Fig,1),

骨盤部動脈撮 影を行 な うと右子宮動脈 の迂曲蛇行を

認めるが,膀 胱 内腫瘤へ の血管新生,増 生等は著 明で

はない,(Fig.2).

膀胱鏡検査:膀 胱 左側壁 に栂指頭大,有 茎性の腫瘤

を認め,そ の表 面は豚皮様 で,か つ10数 本 の毛髪 の発

生がみ られ,お のお のの毛髪には砂状の結石 と思わ れ

るものが 付着 していた.

以上 よ り膀胱類皮藝胞 と診断 し,1967年8月15日,

全麻下 に手術 を行な った.

手術所見1前 回の手術搬痕 とほぼ同様の下腹部正 中

切開を加え,腹 腔を開いた,腹 腔をみた ところ,前 回

の手術 のため,各 所に癒着がつ よく,各 操作 は困難 を

極めた.ま ず,右 卵巣は,や や大 きかったが,正 常と

思われ た.子 宮は表面に結節状の隆起を もって増大 し

てお り,一 見 して子宮筋腫が考え られた.子 宮の左側

お よび左側付属器は一塊 とな り,腓 胆 を形成 し,S字

状結腸お よび膀胱左後壁に密に癒着 していた.腓 胆組

織を慎重にS字 状結腸お よび膀胱 よ り剥離 した うえ,

右卵巣お よび子宮 とともに摘出 した.膀 胱 内腫瘤 に対

しては,周 囲 との癒着が強いため,高 位切 開で膀胱 に
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入 り,腫 瘤の茎部 で,膀 胱 より切断 し,摘 出後,そ の

根部を電気凝固 した.膀 胱 および腹膜を型の ごとく閉

じ,手 術を終 った.

摘 出標本:子 宮は重量2409で 割面に3.0×3.5～1.0

×1.Ocmの 筋腫結節が計4個 認め られた.右 卵巣 の大

きさは 縦径4,0cm,横 径1.3cmで 外観上正常 であ っ

た.左 卵巣 と思われ るものはな く,代 りに小指頭大の

嚢腫が10数 個集まったものがあ り,お のおの内容 とし

て淡黄色調透明の液体 を含 んでいた.(Fig,3).

次に膀胱内腫瘤 は重量7.99,大 きさ4.0×3.0×1.8

cmで 表面は灰 白色 の皮欝様で,皮 丘,皮 溝は明瞭,10

数本 の剛毛の発生 をみた.硬 度は比較的軟 であ った.

(Fig.4)そ の割面は充実性 で,大 部 分は白色 で,一

部に黄色の部 分が あ り,Fig.5に 示す よ うに,矢 印

の部分に臼歯様の歯牙が認め られ た.(Fig.5),

組織学的所見:腫 瘤は全体 として比較的厚い結 合織

線維 の増生か らな り,腫 瘤の表面は 角化を伴 った重層

扁平上皮すなわち表皮か らな り,(Fig.6),表 皮下に

は皮膚付属器 として,皮 脂腺(Fig.7),毛 根,汗 腺

(Fig.8),が 認め られ,さ らに軟骨組織(Fig.9),

甲状腺組織(Fig.10)が 含まれ ていた.歯 牙様物は形

態的には臼歯 に類似 していたが,脱 灰標本を作 ると歯

牙 としての特徴がは っき りしなかった.(Fig.11)。 子

宮には肉眼的所見 のとお り,筋 腫が存在 した.(Fig.

12)な お左卵巣部の嚢腫壁 は一層 の立方上皮 よりなっ

ていた.(Fig.13.)

以上 のごと く,三 胚葉性の成分か らなる類 皮藝胞 と

考え られた,患 者は術後,順 調に経過 し,術 後21日 目

に膀胱鏡 検査 を行な ったが,左 側壁に凝固後の癩痕を

認め るほか に異常な く,術 後36日 目に全治退院した.

退院後1年 を経過す るが,膀 胱に再発の徴な く,健 在

である,

考 按

本邦においては,こ れまで原発性および続発

性の膀胱類皮藝胞の症例は1899年 松原4)の 尿道

に原発したと考えられる続発性膀胱類皮嚢胞を

最初 として,60余 例が報告されており,全 例女

子である.こ れらの症例の統計的な観察につい

ては,す でに片村ら5),土 屋 ら6}のすぐれた原

著があるので,こ れ らに譲 りたい.

膀胱類皮嚢胞は続発性のものが多 く,本 邦に

おいて報告された症例も,続 発性のものの方が

多 く,な かんず く,卵 巣類皮嚢胞に続発 したも

のが多い
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従来,膀 胱原発性か,続 発性かの判定はしば

しば問題にされるところで,す でに多 くの報告

者が指摘しているように,最 終的には開腹によ

り正しい手術所見を得ることによって判定する

ことにつきると考'える.

本症例の場合も,開 腹の結果,左 付属器から

子宮左側と膀胱 とが強 く癒着 していたこと,左

付属器中に卵巣 と思われる組織はなく.漿 液性

嚢腫を形成 していたこと,膀 胱内腫瘤発生部位

が左側壁で付属器癒着部 と一致していることか

ら,左 卵巣類皮嚢胞より続発 したものと考えた

い.

卵巣類皮嚢胞 と他嚢胞 との合併は偽ムチン嚢

腫 との合併が最も多 く,そ の頻度は8%以 下 と

されている7)漿 液性嚢腫との合併はこれより

少なく,本 邦では山田8),花 岡7)ら の報告をみ

る.

本症例では最初,左 卵巣に類皮嚢胞 と漿液性

嚢腫が存在し,前 回の手術のさい類皮嚢胞の部

分は大部分摘除され,残 部が 膀胱へ 穿孔発育

し,左 卵巣部には漿液性嚢腫の部分が残存した

ものと考えられる.

子宮筋腫を合併 した膀胱類皮嚢胞の症例はこ

れまでにも上原9}ら によって 報告 されて いる

が,子 宮筋腫 と類皮嚢胞の合併は単に偶然のも

ので,そ の発生について関連性はないものと考

えられる.

最後に類皮糞胞の発生説についてふれておき

たい.安 藤10)はWilmsの 処女 生殖説 および

Bonnetの 分割球説を挙げている.前 者は受精

しない ままの 卵子より発生するという説であ

り,後 者は男女性受精卵の分裂 ・卵割によって

生じ迷入 した細胞群である分割球から発生する

というものである.安 藤は更にWilms説 は哺

乳動物で処女生殖は全 く行なわれず,腫 瘍組織

の発育の程度が保有個体 と同程度である・こと,

また性細胞あるいは性腺を類皮嚢胞に認めない

ことよりこれを否定 し,分 割球説を支持してい

る.す なわち本腫瘍は不完全に発育した双生児

のひとつであって,胎 生時の中途で,主 要双生

児の体内に封入 されたものと仮定 している.

われわれの症例 も,外 胚葉性(皮 膚,毛 髪,

歯牙),中 胚葉性(軟 骨),内 胚葉性(甲 状腺

など)の 組織を有するものであったが,そ の組

織発生にっいては,こ の分割球説に従えば説明

がつくように思われる.

結 語

45才 の左卵巣に原発 したと思われる膀胱類皮

嚢胞の症例を報告した.左 漿液性卵巣嚢腫およ

び子宮筋腫を合併 し,類 皮嚢胞には毛髪,歯 牙

があり,組 織学的には表皮,皮 膚付属器,軟

骨,甲 状腺を認めた.

稿 を終るに臨み,恩 師加藤篤二教援の御指導,御 校

閲に深謝す る.

本症例の要 旨は第46回 日本泌尿器科学会関西地方会

(1968年)に おい て,著 者 らの一人小松が 口演 した.
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